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歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
室
の
入
口
に
は
、

明
治
、
大
正
時
代
の
桶
川
の
景
色
が
描
か
れ
た
水

彩
画
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
彩
画
を
描

い
た
の
は
、
現
在
も
旅
館
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
武
村
旅
館
の
先
々
代
の
ご
当
主
、
武
村
徳
松
氏

で
す
。

今
回
は
、
資
料
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、
武

村
徳
松
氏
が
描
い
た
桶
川
の
風
景
に
つ
い
て
、
近

代
絵
画
の
歴
史
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

武
村
徳
松
氏
は
、
明
治
23
年
（
1
8
9
0
）
板

橋
区
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
ち
ょ
う

ど
日
本
の
洋
画
が
勃
興
し
た
頃
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
風
景
画
と
い
え
ば
、

観
念
的
な
理
想
郷
を
描
く
山
水
画
が
中
心
で
し

た
。
近
代
の
洋
画
で
は
、
画
家
自
身
が
目
に
し
、

感
動
し
た
日
本
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
描
く
と
い
う

近
代
的
風
景
画
が
始
ま
る
の
で
す
。

明
治
30
年
頃
に
な
る
と
、
近
代
日
本
に
お
け

る
「
水
彩
画
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
大
下
藤
次
郎
を

中
心
と
し
て
、水
彩
画
ブ
ー
ム
が
お
こ
り
ま
し
た
。

当
時
中
学
生
で
あ
っ
た
徳
松
氏
は
、
大
下
が
創
刊

し
た
美
術
雑
誌
『
み
づ
ゑ
』
を
師
と
し
、
水
彩
画

を
専
ら
独
学
で
描
き
は
じ
め
ま
し
た
。

徳
松
氏
は
、
東
京
の
郁
文
館
中
学
校
を
卒
業

後
、明
治
42
年
（
1
9
0
9
）
頃
に
桶
川
に
移
り
、

武
村
旅
館
に
入
り
ま
し
た
。
徳
松
氏
は
、
後
年
、

こ
の
頃
の
こ
と
を
自
ら
語
っ
て
い
ま
す
。

「
桶
川
に
来
て
、
友
だ
ち
も
な
く
、
遊
ぶ
相
手

も
な
か
っ
た
の
で
、
町
内
を
回
っ
て
絵
を
描
い
て

い
ま
し
た
」（
埼
玉
新
聞　

昭
和
45
年
12
月
15
日
）

徳
松
氏
は
、
当
時
の
水
彩
画
家
同
様
に
心
打

た
れ
る
風
景
を
探
す
「
歩
く
旅
」
を
、
こ
こ
桶
川

で
始
め
た
の
で
す
。

水
彩
画
の
普
及
に
努

め
た
大
下
藤
次
郎
は
、

明
治
44
年
（
1
9
1
1
）

に
、
41
歳
の
若
さ
で
没

し
ま
す
。
こ
の
頃
、
水

彩
画
は
劣
勢
と
な
っ
て

い
き
、
以
降
、
油
彩
画

中
心
の
画
壇
が
形
作
ら

れ
、
芸
術
家
の
個
性
に

絶
対
的
な
価
値
を
認
め

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
か
、
徳
松
氏
の
絵
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
明
治
末
期
頃
の
水
彩
の
自
然

な
透
明
感
が
薄
ら
い
で
い
き
、
点
描
や
強
い
色

彩
を
用
い
る
な

ど
の
新
た
な
表

現
を
模
索
す
る

よ
う
に
な
り
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な

技
法
を
模
索
し

た
徳
松
氏
で
す

が
、
大
正
8
年

（
1
9
1
9
）、

村
宗
旅
館
（
現

在
：
東
和
銀
行

桶
川
支
店
）
の
絵
を
描
き
ま
す
。
こ
の
絵
に
は
、

試
行
を
重
ね
た
強
烈
な
個
性
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
徳
松
氏
の
澄
ん
だ
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
水
彩
画
の
繊
細
で
透
明
感
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
け
れ
ど
も
油
彩
画
の
強
烈
な
色

彩
と
生
命
感
あ
ふ
れ
る
筆
致
を
前
面
に
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
絵
か
ら
は
、
た
だ
そ
の
季
節
の
描
写
だ

け
で
は
な
く
、
2
月
の
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の

清
々
し
い
空
気
感
が
見
事
に
表
現
さ
れ
、
徳
松
氏

の
画
業
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
る
の
で

す
。
こ
れ
が
、
徳
松
氏
が
た
ど
り
つ
い
た
独
自
の

ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
「
徳
松
氏
に
お
け
る
水
彩

画
と
油
彩
画
の
融
合
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
カ
メ
ラ
が
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い

時
代
。
徳
松
氏
が
描
い
た
水
彩
画
は
、
近
代
桶
川

の
風
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
過
ぎ
去
っ
た
時
を
生
き
た
人
々
の
心
の
中
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
桶
川
の
風
景
が
、
今
も
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
今
回
ご
紹
介
し
た
風
景
画
全
て
が
展
示
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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武
村
徳
松
氏
が
描
い
た
桶
川

▶
「
川
田
谷
荒
川
」
明
治

41
年

岸
に
接
岸
す
る
舟
は
、
か

つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
舟
運

の
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。▶

「
無
題
」　
制
作
年
不
詳

武
村
旅
館
の
向
か
い
側
を
描
い
た
大

正
前
期
の
絵
と
思
わ
れ
ま
す
。

棒
手
売
（
ぼ
て
ふ
り
）
と
自
転
車
が

一
枚
の
絵
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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桶川泉店
ドラックストア

24 時間営業中

年中無休
〒363-0021 桶川市泉1-8-6

TEL048-789-2115

▲「無題」大正８年
中山道桶川宿の伝統を伝える村
宗旅館。中山道に面して建てら
れていたこれらの建物も、今は
見ることができません。



　市民活動団体や高校合唱部など19団体にご協力いただき、
平和に関連する朗読、音楽演奏、合唱、落語、映画上映など
様々なイベントを開催し、延べ約1,400人にご参加いただき
ました。
　また、同会場では、戦時中の生活の様子や、広島・長崎の原爆、旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場のパネル展
を開催し、パネルを見ながら話す親子連れの姿も多くみられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （８月６日～15日　おけがわマイン３階OKEGAWAhonプラス+）

平和を考える10日間事業を開催しました平和を考える10日間事業を開催しました
＜平和へのメッセージ＞＜平和へのメッセージ＞

　市民の皆さんからお寄せいただいた平和の折
り鶴20,000羽は、広島・長崎へ贈らせていた
だきました。ご協力ありがとうございました。

＜平和の折り鶴＞＜平和の折り鶴＞

寄附に対し
感謝状を贈呈
寄附に対し
感謝状を贈呈 少林寺拳法世界大会で優勝少林寺拳法世界大会で優勝
　子育て支援や保育行政に対
し貢献されました、認定ＮＰ
Ｏ法人 ＤＮＡ研究会・健康な
街づくり推進グループ様に対
し感謝の意を表し、感謝状を
お贈りいたしました。
　　　　　　　  （８月７日）

　諏訪万作保存会による万作踊りが、諏訪神社
の祭礼で披露されました。子どもたちによる花
笠や手ぬぐいを使った手踊りなどで、観衆を楽
しませました。
　万作踊りは、豊作を願って踊る民俗芸能で
す。市内では川田谷や下日出谷の6団体で伝承さ
れています。　　　　   （8月26日　諏訪神社）

諏訪の万作諏訪の万作

ＨＵＧ講座を実施しましたＨＵＧ講座を実施しました
　８月２日に東公民館、８月８日に川田谷生涯学習センターにお
いて、市で初めてＨＵＧ講座を実施しました。
　ＨＵＧ講座とは、Ｈ（避難所）・Ｕ（運営）・Ｇ（ゲーム）の頭文
字を取ったもので、英語で抱きしめるという意味です。避難者
をやさしく受け入れる避難所のイメージを重ね合わせて名付
けられています。
　今回の講座は、埼玉県自主防災組織リーダー養成指導員を
講師として、市内自主防災組織を対象に実施されました。受講
者からは「普段から事前の準備をする重要性を感じた」「災害
から身を守るためには、自ら行動しなければならないことを
学んだ」などの感想をいただきました。

自主防災組織リーダー
養成講座を実施しました
自主防災組織リーダー
養成講座を実施しました
　地域の活性化を図るため自
主防災組織リーダー養成講座
を実施しました。
　今回の講座では、風水害に
ついての講話、救護訓練、災
害図上訓練ＤＩＧなどが行わ
れ、多くの自主防災組織が参
加し、活発な意見交換がなさ
れました。
　　   （９月６日　東公民館）

上尾警察署管内の交通関係団体の
皆さんに感謝状が贈られました
上尾警察署管内の交通関係団体の
皆さんに感謝状が贈られました
　上尾署管内では、交通死亡事故「0」継続220日（6月14
日現在）を達成いたしました。その貢献に対し、8月10
日、上尾警察署にて、埼玉県警察本部 遊馬宏志交通部長よ
り、管内の交通関係団体（市内2
団体を含む8団体）の皆さんに感
謝状が贈られました。
　桶川市からは、交通指導員交友
会会長 相馬誠一さん、交通安全を
すすめる会会長 山﨑雅美さんのお
二人に感謝状が贈られました。

　2017少林寺拳法世界大会
inカリフォルニア,USAの組
演武 男子四段以上の部において優勝した市内在
住の小澤晴太さんが市長を表敬訪問しました。
　組演武は、２人一組で、段位に応じた技を組
み合わせ、攻防を演じるものです。技の正確
さ、スピード、キレなどの技術のほか、心の修
練度も審査されます。
　大会に参加したことについて「良い経験に
なった」と話す小澤さん。今後は「後進の指導
や少林寺拳法の普及・発展にも貢献していきた
い」と話していました。　 　　   （８月29日）

▲桶川高校合唱部の皆さん

▲８月６日　広島へ折り鶴を届けました。▲老人クラブ連合会の皆さん

（８月２日　東公民館） （８月８日　川田谷生涯学習センター）

▲パネル展示

平成29年度
第11回市民ミニバレー大会の結果
平成29年度
第11回市民ミニバレー大会の結果
ところ▶サン・アリーナ（メイン）
と　き▶９月３日（日）
参加チーム▶18 チーム
主　催▶桶川市スポーツ推進委員連絡協議会

【　一般女子の部　】
優　勝　ぱんだ１　　【廿楽・佐藤・真鍋・栗原・上】
準優勝　ピーチ　　　【北目・石田・柳原美知代・関口・緒方・柳原美咲】
第３位　笑点　　　　【畑野・大竹・悴田・森・白岩・宮田】

【　シニア女子の部　】
優　勝　キララグリーン　　　【今井・松田・長島・関口】
準優勝　キララオレンジ　　　【小薬・平澤・橋本・山下】】
第３位　フラワーズポピー　　【小泉・川辺・小原・藤沢・岸】

【　一般男子の部　】
優　勝　キララ　　　　　　　【常山・平澤・山口・清野・南保】
準優勝　ＡＲＣ３　　　　　　【大山敦・大山泰・勝田・渡辺】
第３位　スターラビット　　　【中村・阿部・宮崎・橋本・吉田】

▲駅頭での平和の
　キャンペーン
「平和へのメッセージ」
のPRを行いました。

▲平和の木
　数多くのメッセージが
　集まりました。
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そばの種まきを体験そばの種まきを体験

　べに花ふるさと館で、そばの種まき体験が行われ
ました。参加したのは、東公民館主催の「親子ふれ
あいそば打ち講座」を受講した親子６組。講座で
打ったそばが、どのように育つのかを知ってそばへ
の興味を深めてもらお
うと企画されました。
　参加者は、そば名人
たちにコツを教わりな
がら畑仕事に汗を流し
ました。
　撒いた種は、約１か
月で花が咲き、11月
初旬には実を付けると
のことで、べに花ふる
さと館では、花の見学
会や収穫祭の開催も検
討しています。

（8月26日 べに花ふるさと
館） ▲東公民館での親子ふれあい

　そば打ち講座の様子

◀知事賞を授賞
　した樋口さん
　のジャンボス
　イカ

優勝は78キロ
～桶川ジャンボスイカコンテスト～
優勝は78キロ
～桶川ジャンボスイカコンテスト～

　桶川ジャンボスイカ愛好会主催で開催されたコンテスト
で知事賞を受賞したのは、同会会員の樋口正一さんの78㎏
のジャンボスイカでした。知事賞を受賞したジャンボスイ
カは、埼玉県庁に続き、東公民館に展示され、多くの人
の目を楽しませました。
　優勝した樋口さんはコンテストに参加して4回目。「毎
回、手塩にかけて育てていますが、今年は苗を植える時期
を少し早めました。受賞できてうれしいです。来年は100キ
ロを目指します。」と話してくれました。
　当日はスイカの販売のほか、試食コーナーも設けられ、
甘～いスイカが振る舞われました。
　また、会場では、特別参加した東中学校、日出谷保育
所、坂田保育所のジャンボスイカも展示されました。
　　　　　　　　  （8月19日・20日　べに花ふるさと館）

商工会青年部主催「ビアフェス」商工会青年部主催「ビアフェス」

第16回 桶川市絵画ジュニア展第16回 桶川市絵画ジュニア展

　桶川駅東口のことぶき広場（南小
跡地）を会場に「KOTOBUKI 
BEER FES 2017」が開催されまし
た。２回目の開催となった今回は、
ビアガーデンだけでなく、模擬店
コーナーやステージイベント、キッ
ズコーナーなども設けられ、多くの
来場者で賑わいをみせました。
（8月26日・27日　ことぶき広場）

　市内小学生が夏休みの宿題として描
いた絵画の展示が市民ホールを会場に
行われました。
　作品のテーマは、「夏休み」と「うち
のおじいちゃん・おばあちゃん」。
　会場には、夏休みの楽しい思い出や
心がほっこりする似顔絵など597点の力
作が並びました。
　　　 （9月9日～20日　市民ホール）

桶川ジャンボスイカコンテストとは…
市内の農業の振興、スイカの育成をとおした地域の相互
交流を目的に開催。今年で13回目。

甘くておいしいです！
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俳
　
句

短
　
歌

（
選
句
協
力…

桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

応募要領

①②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ

ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
俳
句
は
1
人
3
句
、
短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、
必
ず
楷
書
で
記
入
）

作
品

発

　表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

締
切
り
…
10
月
13
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、12
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

男
坂
流
る
る
汗
を
拭
は
ず
に 
上
日
出
谷 

押
川
　
孝

色
変
へ
ぬ
五
葉
の
松
と
半
世
紀 

若
宮 

小
澤
　
水
明

熊
笹
の
下
に
ひ
っ
そ
り
苔
の
花 

川
田
谷 

杉
﨑
　
匡

泣
き
止
ん
で
さ
ぞ
暑
か
ろ
う
赤
子
か
な 

泉 
小
柏
　
キ
ヨ

秋
夕
焼
今
日
一
日
の
安
堵
か
な 

東 
豊
田
　
鈴
子

落
ち
蝉
の
放
れ
ば
重
く
飛
び
に
け
り 

鴨
川 

小
川
　
修
三

父
を
撃
つ
内
弁
慶
の
水
で
っ
ぽ
う 

朝
日 

大
野
　
君
子

新
涼
や
村
に
二
つ
の
沈
下
橋 

坂
田 

小
林
　
茂
之

ラ
ッ
パ
飲
み
し
て
炎
天
へ
ま
た
戻
る 

泉 

山
崎
　
洋
子

粒
毎
に
陽
を
は
ね
返
し
さ
く
ら
ん
ぼ 

加
納 

髙
橋
　
眞
次

郭
公
の
ふ
た
声
み
声
ひ
び
く
朝
姿
は
見
え
ず
枇
杷
の
茂
み
に

 

若
宮 

山
蔭
　
明
代

水
が
め
の
覆
ひ
を
取
れ
ば
光
り
差
す
緋
め
だ
か
細
き
骨
透
き
て
見
ゆ

 

上
日
出
谷 

鶴
岡
　
博
子

風
呂
掃
除
ミ
ミ
を
澄
せ
ば
小
窓
か
ら
鳩
が
啼
い
て
る
夏
の
朝
か
な

 

倉
田 

安
中
　
久
遠

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
行
く
人
は
ゆ
っ
た
り
と
腰
を
延
ば
し
て
汗
を
拭
き
を
り

 

下
日
出
谷 

山
下
　
恭
子

桃
い
ろ
の
野
あ
ざ
み
の
花
庭
隅
に
い
つ
し
か
根
づ
き
ほ
の
か
咲
き
初
む

 

泉 

外
山
　
ナ
ミ

認
知
症
看
取
り
の
日
々
の
泣
き
笑
ひ
偲
び
て
姑
の
盆
棚
飾
る

 

朝
日 

大
野
　
君
子

な
つ
か
し
き
母
の
た
ん
す
の
匂
い
す
る
朱
の
わ
が
四
つ
身
肩
に
羽
織
れ
ば

 

坂
田 

中
井
加
恵
甫

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

または「おけがわ文芸」コーナー
桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」〒363－8501

E メール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲

10

藤嶋　美羽ちゃん
〈朝日〉

み   わ

美羽ちゃん、３歳のお誕生日おめ
でとう。毎日元気いっぱい遊んで
いる美羽を見て家族みんな元気
をもらっているよ。これからもニ
コニコ笑顔で過ごしていこうね。

浅野　麗奈ちゃん
〈末広〉

れ    な

１歳のお誕生日おめでとう！！
パパもママもねぇねもれなち
ゃんが大好きだよ♡元気に大
きくなってね♡♡

町端　結音ちゃん
〈坂田〉

ゆ のん

３歳のお誕生日おめでとう♡
ひょうきんでおしゃべりが上
手なゆのん♪これからも元気
にすくすく育ってね！

佐久間　悠ちゃん
〈上日出谷〉

ゆう

かおりおねえちゃんがだい
すき♡いつもやさしくして
くれてありがとう！これか
らもたくさんなかよししよ
うね♡♡

福島　慎一郎ちゃん
〈下日出谷〉

しんいちろう

根本　和奏ちゃん
〈下日出谷西〉

かなわ

我が家のアイドル和奏ちゃん
１歳のお誕生日おめでとう！毎
日可愛い笑顔に癒されている
よ♡これからも元気に育って
ね！！

髙橋　柚葉ちゃん・駈ちゃん
〈下日出谷〉

はゆず かける

いつもニコニコの駈くん、家族思い
の柚葉ちゃん３歳おめでとう♪これ
からもみんなで仲良く元気に育っ
てね♡

３歳のお誕生日おめでとう♡
好奇心旺盛で元気いっぱいの
心愛がだぁ～い好き♡大好き
なお姉ちゃんと仲良く元気に
育ってね。

３歳のお誕生日おめでとう☆
いつも明るく元気いっぱいの
しんくん！我が家に産まれて
きてくれてありがとう!!

りの☆Happy Birthday☆い
つもいっぱいの笑顔をありが
とう♥ 元気いっぱい笑顔いっ
ぱいやさしい女の子になって
ね♥

鈴木　里望ちゃん
〈末広〉

り   の

冨田　心愛ちゃん
〈坂田〉

ここ  な

えっちゃん、３歳のお誕生日お
めでとう☆楽しいおしゃべり
で、いつも家族を笑顔にして
くれてありがとう♡

小林　愛茉ちゃん
〈坂田〉

え   ま

　　　　　  の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日
③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】また
は【Eメール】でお送りください。（10月13日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮
ください。

12月生まれ



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
民
伝
言
板

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
民
伝
言
板
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■
太
極
拳
「
体
験
会
」
に
参
加
さ
れ
ま
せ

ん
か
『
お
け
が
わ
太
極
拳
ク
ラ
ブ
』

１０
月
３
日
㈫
・
１7
日
㈫
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
／
東
公
民
館
研
修
室
／
7
人
／
参
加

費
５００
円
／
少
人
数
で
、
の
ん
び
り
楽
し
く
。

楽
に
動
け
る
服
装
で
。
当
日
受
付
も
可
／

馬
場
☎
０９０
─
1
4
0
8
─
1
3
9
5

■
第
38
回
発
表
会
『
桶
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連

合
会
』

１０
月
8
日
㈰
１０
時
〜
１8
時
／
市
民
ホ
ー
ル

／
無
料
／
多
く
の
市
民
の
方
の
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
／
江
森
☎
78６
─
2
6
6
2

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
習

会
「
視
覚
障
害
者
に
小
さ
な
親
切
を
」『

桶
川
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
』

１０
月
１１
日
㈬
１０
時
〜
１２
時
３０
分
※
雨
天
中

止
／
駅
西
口
公
園
内
藤
棚
下
／
１０
人
※
申

込
み
締
切
り
１０
月
５
日
／
無
料
／
一
般
市

民
、
障
害
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
／
眼
の
不
自
由
な
方
の
、
簡
単

な
案
内
方
法
を
覚
え
ま
し
ょ
う
／
杉
井

☎
78６
─
1
4
2
3

■
詩
吟
合
同
発
表
会
『
泉
心
流
詩
吟
・
詩

舞
』

１０
月
１５
日
㈰
１０
時
〜
１２
時
３０
分
／
市
民
ホ

ー
ル
プ
チ
ホ
ー
ル
／
無
料
／
コ
ン
ク
ー
ル

形
式
。
課
題
は
李
白
の
客
中
行
。
ピ
ア
ノ

と
コ
ラ
ボ
／
小
峯
☎
78６
─
5
4
7
0

■
第
45
回
桶
川
母
親
大
会
・
沖
縄
の
辺
野

古
で
、
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
『
桶

川
母
親
大
会
実
行
委
員
会
』

１０
月
１５
日
㈰
１３
時
〜
１６
時
／
東
公
民
館
３

階
大
会
議
室
／
8０
人
／
無
料
／
「
沖
縄
の

情
報
は
本
土
で
は
ほ
と
ん
ど
流
れ
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
現
地
の
動
き
を
伝
え
た
い
」
と

い
う
講
師
を
務
め
る
斉
藤
美
紀
子
先
生
の

お
話
を
聞
い
て
、
い
っ
ぱ
い
質
問
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
展
も
同
時
開
催
。

桶
川
市
後
援
／
坂
下
☎
77５
─
5
9
9
6

■
桶
川
市
秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会
『
桶
川

市
テ
ニ
ス
協
会
』

１０
月
１５
日
㈰
・
２２
日
㈰
／
市
内
ク
ラ
ブ
コ

ー
ト
／
参
加
費
２
，
0
0
0
円
／
市
内
在

住
、
在
勤
者
／
申
込
み
締
切
り
１０
月
６
日

㈮
／
大
木
☎
77４
─
0
0
8
4

■
桶
川
市
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
『
桶
川
市
テ
ニ
ス
協
会
』

１１
月
１２
日
㈰
／
桶
川
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
コ
ー
ト
／
参
加
費
３
，
0
0
0
円
／

市
内
在
住
、
在
勤
者
／
申
込
み
締
切
り
１１

月
３
日
㈮
／
大
木
☎
77４
─
0
0
8
4

■
相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
＆
無
料
個
別
相

談
会
『
田
舎
会
』

１０
月
２０
日
㈮
１０
時
３０
分
〜
１３
時
／
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ベ
ニ
バ
ナ
ウ
ォ

ー
ク
桶
川
内
）
／
１０
人
／
２００
円（
資
料
代
）

／
相
続
の
し
く
み
、
遺
言
の
書
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
等
、
分
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
／
沖
野
☎
０９０

─
2
3
0
6
─
7
1
8
3

■
年
賀
状
に
間
に
合
う
筆
文
字
レ
ッ
ス
ン

『
柯
葉
書
会
』

１０
月
２１
日
㈯
１３
時
３０
分
か
ら
／
市
民
ホ
ー

ル
小
会
議
室
／
２０
人
／
参
加
費
１
，

0
0
0
円
／
宛
名
書
き
の
コ
ツ
が
わ
か
り

ま
す
。
教
材
、
筆
、
墨
筆
用
意
し
ま
す
。

手
ぶ
ら
で
ど
う
ぞ
※
申
込
み
は
留
守
電
、

F
A
X
で
お
願
い
し
ま
す
／
鎌
田

☎
・
F
A
X
787
─
1
3
6
5

■
埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
桶
川
会
員
等
に

よ
る
無
料
相
談
会

１０
月
２９
日
㈰
１３
時
〜
１６
時
／
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ベ
ニ
バ
ナ
ウ
ォ
ー
ク

桶
川
内
）
／
無
料
／
気
楽
に
来
て
下
さ
い
。

当
日
参
加
も
歓
迎
。
相
続
・
遺
言
、
生
活

相
談
等
／
會
田
☎
78６
─
1
4
1
2

■
森
の
つ
ど
い
「
子
供
達
に
緑
の
里
山
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
」『
桶
川
み
ど

り
の
会
』

１１
月
５
日
㈰
９
時
〜
１５
時
／
市
民
緑
地 

川
田
谷
こ
ど
も
の
森
（
川
田
谷
小
学
校
北

隣
）
／
５０
人
／
無
料
／
小
学
生
以
下
（
原

則
家
族
同
伴
）
／
申
込
受
付
：
１０
/
１０
㈫

〜
１１
/
2
㈭
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
電
話
又
は
F
A
X
で
。

連
絡
を
戴
い
た
方
に
は
「
森
の
つ
ど
い
案

内
」
を
お
送
り
し
ま
す
／
小
川
☎
78６
─

0
0
6
8
（
F
A
X
も
同
じ
）

■
子
ど
も
総
合
武
道
体
験
教
室
『
総
合
武

術
教
室 

武
活
道 M

artial A
rts Life

』

１１
月
7
日
㈫
〜
２8
日
㈫
毎
週
火
曜
日
１６
時

〜
１8
時
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
／
２０

人
／
参
加
費
１
，
5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
代
込
）
／
５
歳
以
上
の
方
／
空
手
や

カ
ン
フ
ー
、
テ
コ
ン
ド
ー
な
ど
の
様
々
な

武
道
の
練
習
を
行
い
、
礼
儀
作
法
や
護
身

術
を
身
に
着
け
ま
す
。
厳
し
く
丁
寧
な
指

導
で
子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
す
教
室
で
す
。

／
福
田
☎
０９０
─
3
5
9
4
─
9
5
9
0

■
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
・
紅
葉
の
景
信
山
〜

高
尾
山
『
桶
川
市
山
岳
連
盟
』

１１
月
１8
日
㈯
日
帰
り
、
６
時
桶
川
駅
西
口

集
合
、
出
発
／
東
京
都
奥
多
摩
／
３５
人
／

６
，
5
0
0
円
（
バ
ス
代
、
保
険
料
、
写

真
代
他
）
／
小
雨
決
行
／
森
☎
78６
─
8 

3

6 

8
■
空
手
体
験
会
開
催
し
ま
す
♪
『
空
手
道

峰
心
会
』

毎
週
日
曜
１６
時
〜
１8
時
／
サ
ン
・
ア
リ
ー

ナ
／
無
料
（
体
験
会
）
／
幼
児
、
小
・
中

学
生
／
体
と
心
を
成
長
さ
せ
る
伝
統
空
手

を
ま
ず
は
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
子

さ
ん
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
た
い
な
ど
成
長

期
に
も
お
す
す
め
で
す
！
！
／
イ
ケ
ダ
☎

０９０
─
8
5
6
5
─
7
3
8
7

■
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
『
ヴ
ォ
ー
カ
ル

童
謡
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
／
市

民
ホ
ー
ル
／
月
額
１
，1
0
0
円
（
入
会

金
１
，
1
0
0
円
）
／
芸
大
卒
講
師
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
抒
情
歌
、
ヒ
ッ
ト
曲
な

ど
を
歌
い
ま
す
／
小
林
☎
78６
─
3
6
7
3

（
１7
時
以
降
）

■
合
気
道
会
員
募
集
『
桶
川
愛
氣
会
』

毎
週
日
・
水
・
土
曜
日
／
サ
ン
・
ア
リ
ー

ナ
（
日
・
水
）、
北
本
体
育
館
（
土
）
／

入
会
金
：
大
人
２
，
0
0
0
円
、
子
供
１
，

0
0
0
円
、
月
額
：
大
人
２
，
0
0
0
円
、

子
供
１
，
0
0
0
円
※
家
族
会
員
は
月
額

３
，
0
0
0
円
／
子
供
、
大
人
、
年
齢
が

関
係
な
く
行
な
え
ま
す
／
杉
田
☎
78６
─

7
9
3
9

■
新
会
員
募
集
・
将
棋
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
!!
『
日
本
将
棋
連
盟
桶

川
支
部
』

毎
週
土
・
日
曜
日
１３
時
〜
１7
時
／
㈯
加
納

集
会
所
、
㈰
桶
川
集
会
所
／
月
額
１
，

0
0
0
円
（
学
生
３００
円
）
／
段
・
級
位
の

資
格
取
得
可
。
見
学
自
由
・
入
会
随
時
／

中
瀬
☎
77２
─
0
1
4
3

■
中
山
道
桶
川
宿
を
ガ
イ
ド
し
て
み
ま
せ

ん
か
〜
新
会
員
募
集
『
桶
川
市
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
』

随
時
活
動
／
市
内
／
５
人
／
年
額
１
，

0
0
0
円
／
名
所
・
旧
跡
・
文
化
財
等
の

ガ
イ
ド
で
す
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
と
意
欲
の
あ
る
人
歓
迎
。
年
齢

性
別
問
い
ま
せ
ん
。
先
輩
が
指
導
し
て
く

れ
ま
す
の
で
心
配
い
り
ま
せ
ん
／
山
村

☎
０９０
─
7
6
3
3
─
3
3
7
6

■
拡
大
か
る
た
・
拡
大
ト
ラ
ン
プ
を
貸
し

出
し
ま
す
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
紅
花
の
会
」』

県
民
か
る
た
、
シ
ル
バ
ー
川
柳
か
る
た
な

ど
１３
種
類
と
拡
大
ト
ラ
ン
プ
を
用
意
し
て

い
ま
す
（
サ
イ
ズ
主
に
１7
・
５
㎝
×
１２
・

５
㎝
）
／
無
料
／
普
段
は
も
ち
ろ
ん
、
年

末
年
始
に
向
け
て
各
地
区
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
や
子
ど
も
会
の
集
ま
り
に
い
か
が
で

す
か
／
志
村
☎
78６
─
0
9
9
8

■
会
員
募
集
『
の
び
の
び
体
操
』

毎
週
金
曜
日
９
時
４５
分
〜
１１
時
１５
分
／
川

田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー

ル
／
月
額
１
，
0
0
0
円
／
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
１
・
２
、
１
・
２
。
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
／
新
井
☎
78６
─

7
9
4
2

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
『
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
木
曜
日
１０
時
〜
１１
時
３０
分
／
加
納
公

民
館
／
月
額
２
，
0
0
0
円
／
年
齢
7０
代

の
方
も
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
集
い
で
心

も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
見
学
お
待
ち
し
て
い
ま
す
／
細
海

☎
7２8
─
1
2
0
6

■
社
交
ダ
ン
ス
『
F
末
広
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
金
曜
日
１３
時
〜
１５
時
３０
分
／
東
公
民

館
／
５
人
／
月
額
２
，
0
0
0
円
／
初
心

者
、
経
験
者
／
健
康
の
為
に
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
な
が
ら
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
／
石
川
☎
０９０
─
4
5
2
5

─
1
1
0
6

■
カ
ラ
オ
ケ
会
員
募
集
『
つ
ど
い
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会
』

月
３
回
金
曜
日
１３
時
〜
１５
時
３０
分
／
勤
労

福
祉
会
館
／
５
人
／
入
会
金
１
，
5
0
0

円
、
月
額
１
，
5
0
0
円
／
初
心
者
／
楽

し
い
歌
の
会
で
す
。
歌
は
健
康
に
も
最
適

で
す
。
新
曲
、
基
礎
も
や
り
ま
す
／
中
山

☎
78６
─
0
7
9
1

■
メ
ン
バ
ー
募
集
『
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク

ル
』

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
１０
時
〜
１１
時
３０
分

／
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
／
３
人
／
月
額
１
，

5
0
0
円
／
女
性
／
体
を
柔
ら
か
く
し
て

若
さ
を
保
つ
た
め
に
！
／
森
☎
77４
─

7
3
9
0

■
「
ヨ
ガ
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
ス

マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
火
曜
日
（
但
し
第
５
週
は
休
む
）
１３

時
３０
分
〜
１５
時
／
加
納
公
民
館
和
室
／
２

〜
３
人
／
月
額
２
，
0
0
0
円
／
少
々
膝

が
痛
く
て
も
体
が
硬
く
て
も
そ
の
人
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

１
度
見
学
に
い
ら
し
て
下
さ
い
／
む
ら
か

み
☎
77９
─
1
3
7
1

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

　
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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